



























































































































































































































































































































































































































法で 15,000 人の学童を 5年間追跡して，大気汚染と
ぜん息罹患に関する結果を出したということです．
　これは環境省のホームページにもそのまま出てい
る結果そのままですけれども，ECというのはエレ
メンタルカーボンで，特にディーゼル排ガスなどに
含まれる粒子，自動車排ガスの粒子状物質の指標と
なるものです．それから，NOx，つまり窒素酸化
物はもちろん自動車排ガスに含まれるガス状の汚染
物質で，これらの汚染物質濃度と喘息の罹患には関
係が見られるという結論です．
　ただ残念ながら，下にありますように，どのくら
いの濃度かというような数量的な推定までは今の時
点では困難であるということです．その大きな理由
疾病の予防と環境
507
の一つは，汚染レベルが下がった，まあ下がったと
いうのは良いことですが，低下傾向にあるというこ
とが挙げられます．こういう追跡調査というのは得
てしてそうなんですけれども，実施期間中に曝露の
状況が変わってしまうんですね．そのため，結果が
曖昧になってしまうというようなことが時々あるの
ですが，ただ一方では，調査をやったことによっ
て，大気汚染の状況が改善したという見方もできま
すので，これはこれで良かったのかもしれません．
これらの結果は学術論文としてもまとめさせていた
だいて，発表させていただいております．
　そろそろ時間が近づきましたので，締めくくりな
んですが，結局私のやってきた衛生学というのは，
さきほどフレッチャーの本に出てくる図を紹介しま
したけれども，これが本の実物で，今部屋の片づけ
でどんどん捨てていると言いましたが，この本だけ
は捨てるに忍びず，もうしばらく持っていようかな
と思っていますが，病気の予防をこの図で考えてみ
ると，結局図の左に進んでいく，川に例えると上流
へ進んでいくということで，疾病の自然史を，ナ
チュラルヒストリーを明らかにすることで，私達は
予防につなげることができるわけですが，自然史の
できるだけ上流に遡って，遡れば遡るほどより本質
的な予防が可能になるわけです．
　ただ一方で，予防というのは将来起こる病気の危
険性，可能性を見ているだけなので，これを私たち
はリスクと言っていますが，そのリスクの評価とい
うのは，上流に遡れば遡るほど不確実になって行き
ます．そのジレンマ，つまり，より精度の高いリス
ク評価のためには，病気に近い方，つまり下流の方
が良いのですが，予防としては上流の方に行くほど
より本質的なものになります．そこのジレンマを常
に抱えながら病気の予防を目指すというのが衛生学
と公衆衛生学ということかと思います．
　その関連で最後に，ヒポクラテスの箴言，これは
医療を志す者にヒポクラテスが与えた戒め，教訓と
いうふうに言われていますが，「人生は短く，医療技
術は長い．Vita brevis，Ars longa」とよく言われる
と思います．そのあとに続く3つは，「好機は逃しや
すく，経験には騙されやすく，判断は難しい」とい
うものです．皆様よくご存知だと思いますが，この
戒めは医療だけではなくて，病気の予防，衛生学に
おいても良くあてはまるもので，予防のために何か
のアクションを取るチャンスは逃しやすいと思いま
すし，リスク評価に基づく判断は本当に難しいと感
じています．
　最後に，これは教室の去年の忘年会です．普段は
現在在籍している人にしか声を掛けないのですが，
去年はいつもよりもたくさんの方が来て下さいまし
て，みんながここに写っているので最後のスライド
にさせていただきました．
　本日は小川医学部長にはこのような機会を与えて
下さいまして，本当にありがとうございました．ま
た多くの先生にお集まりいただきましてありがとう
ございました．昭和大学で大過なく務めさせていた
だきましたのは，本当に先生方のご支援とお導きの
賜物と思っておりますので，この場をお借りして御
礼を申し上げたいと思います．本当にありがとうご
ざいました．
○司会　中館先生，長年に渡るご研究の成果をどう
もありがとうございました．また最近では大学院の
運営に大変ご尽力いただきまして感謝しております．
　それでは花束を贈呈します．
（花束贈呈）
